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○11月3日は文化の日。1946年のこの日、日本国憲法が公布されました。施行されたのは翌年
昭和22年5月3日の憲法記念日です。11月3日は世界で初めて戦争放棄を憲法で宣言した日で
あるとともに自由と平和を愛し文化をすすめる日です。今の日本の礎を定めた日です。

○第2次世界大戦で日本が敗れるまでの昭和の前半は、11月3日を「明治節」と呼びました。こ
の日は明治天皇の誕生日です。天皇の遺徳をしのび明治時代を追慕する目的で昭和に入って
明治節と名付けられた祝日です。「慟哭せしは昔となりぬ明治節」は高浜虚子が昭和6年に
詠んだ俳句です。明治天皇が亡くなられて20年、その時慟哭した私も、時代も、明治天皇へ
の追慕の思いも「今や昔のことになってしまったなぁ」という感慨を詠んだ句でしょう。

○昭和を通して生きてきた人にとって、11月3日は価値観の転換を迫られた節目の日だったの
ではないでしょうか。敗戦、占領という事実が、最低限の生きるという現実すら困難にして
いるところに、今度は社会の構造基盤と人々の精神価値の転換を憲法が要求してきたのです。

○富国強兵、立憲君主制から戦争放棄、象徴天皇制の大転換を11月3日の時点で当時の人たち
は、各々どのように精神的知的折り合いをつけて乗り切ったのか興味の尽きない所です。

○この大転換の日を乗り切った人々が2022年11月3日の今、”自由平和が昔となりぬ文化の日“
と感慨を持つのか慟哭するのか、76年前の日をどのように詠んで追慕するのでしょうか。

○過去の出来事はこれからの未来のためにあるはずです。ノボロシアの復活を掲げて他国に
侵略した国、清朝の帝国領土を新中華帝国になぞらえる国。いずれも過去の再現のために
歴史がある国です。この過去に退行している国々の中で、私たちの日本も歩調を合わせて
後ろ向きに歩みを進めているのではとの恐れが頭をかすめる”昔となりぬ明治節“の日です。
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狂言綺語…忘れてきた秋
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秋です。木の実はもうあらかた地面に落下し、栗拾いをする姿も最近では見かけなくなりました。金木犀
の香りも消え、田んぼの稲はすべて刈り取られています。桜の木は真っ先に葉っぱを落とし、コリーナも紅
葉と落葉の季節です。朝陽と夕陽に照らされて日々刻々と目に映る色を変えていく木々たちの、芽吹きから
落葉までの365日をともに生活できる場所。ここには紅葉の中に秋の日々があります。秋を訪ねてあえて紅葉
の名所に行く必要がありません。霜が降りると畑の作物も虫や雑草の跳梁から解放されます。いつもと同じ
秋を今年も一つ一つ体感しながら、忘れてきた秋がないか、やり残した秋がないかを確かめる秋の日々です。
パン、パン、パンと朝の6時に鳴り響く音、6年前に引っ越してきた当初は10月から11月にかけての土日に

は毎週のように聞こえてきた音です。運動会の開催を告げる打ち上げ花火の音。運動会当日が微妙な空模様
でもこの音が聞こえた日はどこかで運動会が開かれているのです。農家の多い栃木県北部は秋の稲刈りが終
わってからが運動会シーズン。一年で一番忙しい労働を終えて一家総出で子供の運動会の応援です。まだ子
供を中心にして家族や学校、地域社会が成立していた時代の名残なのでしょうか、朝のひんやりとした空気
の中で聞く運動会決行の花火の音に、子供たちの歓声と応援をする家族の声が重なって聞こえてくるようで
した。ところが最近の運動会は、午前中で終了、昼のお弁当の時間もなし、家族も二人までなので孫の走る
姿を爺さん婆さんは見ることが出来ません。敬老会や消防団、駐在さんなどの地域を支える人や功労者を来
賓として招くこともなくなっているようです。コロナ禍を格好の理由にして、学校の運動会は地域コミュニ
ティの運動会から純粋な学校内行事となったようです。そうなると朝6時の花火は地域の皆さんへのお知らせ
ではなく、ある人にとっては騒音です。ここ数年花火の音を聞かなくなったことが不思議で学校関係者に尋
ねたところ、睡眠妨害を訴える人からの抗議が学校や教育委員会にあり打ち上げをやめたとのことです。
ハロウィンは西欧発祥の原始信仰に起源を持つ祭りです。今では子供たちが近くの家々を訪れて｢Trick or 

treat（お菓子をくれなきゃ、いたずらするぞ）｣と唱えてお菓子をもらったり、カボチャをくりぬいた中にろ
うそくを立てる風習などが喧伝され、殊に最近では若者たちの馬鹿騒ぎ、仮装大会の趣が強いイベントです。
が、元は秋の収穫を祝い悪霊などを追い出す意味合いが強い西洋人の民間信仰の行事です。キリスト教以前
のその民族の住む土地と自然から必然的に生まれた大いなるものへの感謝と畏怖の祀りです。どの民族でも
持つ固有の、また一方では人類共通の根源的な信仰とも言えるものではないでしょうか。ハロウィンと似た
祭りが栃木県にもあります。ぼうじぼです。稲を収穫後のわらで作った棒（ぼうじぼ）で「ぼうじぼ当たれ、
そば当たれ」などと声をかけながら地面をたたいて歩き、各家を回ります。その年の豊かな実りを感謝し、
来年の五穀豊穣を祈る祀りです。地面をたたくと作物に害を与えるモグラなどを退治できると言われており、
子供たちは各家から褒美にお菓子や駄賃をもらえます。ぼうじぼが全国的なものかどうかは分かりませんが、
日本中にこれに類した子供たちの行事があることでしょう。ただぼうじぼに関して言えばもう伝統保存会レ
ベルの行事になっているようです。地域の老人がこの行事を子供たちに伝えようと奮闘しているようですが、
地域共棲の意識が希薄となった今、農村地帯の地域の子供や親も、わらを叩いて親交のない近所を回るより
は、仮装した子供と親が集まり同質の関係性を確かめ合うことの方が遙かに意味のあることなのでしょう。
ハロウィンとぼうじぼは人類の大いなるものに対する共通の信仰心を根底に持ちながら、その土地、民族、

自然条件に規定された固有の祀り形態として異なった現象を示しているだけなのかもしれません。季節の農
事に根ざし地主神や氏神を祀る祭りの中で、ぼうじぼと同様子供が主役として行う祭りに、私は学校制度が
始まって以来の運動会を加えたいと思います。その地域に祀られ続けてきた大いなるもの（神）への奉納が
運動会の形をとったという私の妄説です。私の経験してきた運動会は学校行事である前に地域の人たちの祭
りでした。おいなりさんや巻き寿司のごちそうを作って豊作と家族の安寧を確かめ喜ぶ秋の一日は、地域に
住まう人々の歓声が天まで届けとばかりにあふれかえる日です。花火やマーチや応援合戦の響きにこの土地
に住んでいる実感と共感を持った日です。人々が安寧に豊かに過ごすことのできた今年と、そして来年も災
いなき年であることを願い感謝し喜び、そのことを大いなるものと共有し合うためのものです。だから花火
も歓声も「ぼうじぼ当たれ」の声も地域中に鳴り響くのです。大いなるものに届けとばかりに。
子供の祈りであるぼうじぼがハロウィンに、地域の奉納運動会が学教行事へと取って代わられた今、日本

人の心身に刻み込まれてきた信仰の刻印（大いなるものへの感謝と畏怖）はもはや失われてしまったのかも
しれません。仏教伝来のはるか以前から日本人に刻まれたこの刻印は、外来文化や社会構造の変化などで脆
くも消え去ってしまうものなのでしょうか。ただハロウィンを見ても学校行事の運動会を仄聞しても。そこ
には延々と受け継がれてきたはずの刻印を見つけることはできません。原始信仰や大いなるものなどと宗教
的な言語で語っているように聞こえることが耳障りであれば、このように言い換えます。私たちが受け継い
できたその土地に生き続けることの無意識下の記憶を（それを永遠のいのちと私は呼びます）共有する者同
士が、その永遠のいのちに奉納し感謝し守護を願う行為を、原始信仰と呼び、永遠のいのちを大いなるもの
と呼びます。この地に命をつないできた生き物たちと自然と大地との共棲の記憶の継承
です。私は仏教者である前に、この地に受け継がれてきた無意識の記憶を
次に引き渡すべき者です。私に刻まれているはずの原始信仰の刻印を秋の
忘れ物にしたまま仏教者になっていないかを恐れる、いつもと変わらぬ私の秋です。


